












歩くリズムに合わせると呼吸をしやすいことを聞い
た

休憩中，資料を見ながら歩き方の講習．現地に
いるのですぐ実践できた．

1列になって高岳を登る．この頃には雨がやん
でいた．

1輪だけ咲いていたヤマボウシ．頂上では満開のも
のもあった．

頂上に到着．臥竜山や恐羅漢などがどの方向にあ
るか教えてもらった．

登頂記念にみんなでパシャリ．
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観　察　会　報　告

● 龍頭山の野鳥観察会
開催日時：2013 年 6 月 9 日（日）6:00
講師：上野吉雄

雲がかかった涼しい気温の中，龍頭山の野鳥

観察会が行われました．豊平どんぐり村に 17

名が集合し，講師の上野先生のお話を聞いたあ

と，車で龍頭山の登山道入口に移動しました．

移動してすぐ，キビタキを見つけました．

木の上で動かずにさえずりをしていたため，

フィールドスコープを使って，じっくりと観察

することができました．近くにある電線の上に

は，エサをくわえたシジュウカラが止まってい

ました．電線の途中にコケがはみ出している箇

所があり，そこに営巣していることがわかりま

した．樹木ではなく電柱に営巣した方が，天敵

の 1 種であるヘビに襲われにくいことを上野

先生が話されました．

観察を続けていると「キョロロロ・・・」と

さえずりが聞こえてきました．アカショウビン

です．辺りを見回していると，山から山へと飛

ぶ姿を見ることができました．山の中腹の開け

た場所では落鳥したホオジロを発見しました．

抱卵斑（ほうらんはん）があり尾羽がとがって

いたため，メスの若鳥だと，上野先生が解説さ

れました．

引き返して山を下りている途中，「シシシシ

シ・・・」と，虫の鳴き声のような尻上がりの

さえずりが聞こえました．これは，ヤブサメと

いう鳥のさえずりで，つがいになれなかったオ

スが，他のつがいの子育てを手伝うという変

わった習性があるということを聞きました．

駐車場まで戻り，近くにある溜め池に向かい

ます．溜め池の近くでは，2 羽のサンコウチョ

ウが縄張りを主張するように，お互いにさえず

り合っていました．姿は見られませんでしたが，

長い時間，美しい鳴き声を楽しませてくれまし

た．

観察会の終了後も引き続き観察をされる方も

おり，時間を忘れて，野鳥の魅力を堪能できた

観察会となりました．[ ありみつまさかず ]

落鳥していたホオジロのメス．近くでは，つがい
と思われる個体が，こちらを見ていた．

ホオジロが枝先に止まっていた．

登山道に咲いていたコアジサイ．
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【みなさんの印象に残った物】

「ヤブサメの鳴き声」「ホオジロの体の細かい

説明」「サンコウチョウの鳴き声が聞こえた事

（2）」「キビタキの黄色がとってもきれい（4）」「サ

シバ」「アカショウビンの飛翔（3）と，モリア

オガエル，シュレーゲルとの違い（2）」「上野先

生の解説」「キビタキ，ゆっくり見せて頂きまし

た（3）」

【参加したみなさんの感想（抜粋）】

「ホオジロ♀落鳥残念ですが，ホオジロを見な

がら色々なご説明を頂きとても勉強になりまし

た」「多くの鳥のなき声がゆっくり聞けて楽し

かった（2）」「サンコウチョウが見えそうで見え

なかったのが残念（2）」「鳥の鳴き声ですぐに

名前がわかってよかった」「30 種類もの確認に

驚き」「多くの野鳥が里山にいるものだと感じた

（2）」「上野さん，白川さんのお話がとても面白

く興味深かったです（2）」「アカショウビン 2 回

も飛ぶのが見えてうれしかった」「鳥だけでなく

カエルや植物まで観察でき有意義でした（3）」

空を飛んでいるサシバ．観察会終了後に姿を見せ
た．

集合して，確認された鳥の種類を話し合った．

溜め池の周りではサンコウチョウや，アカショウ
ビンのさえずりが聞こえる．

降りる途中で見つけたクワの実．真っ黒になった
ら熟した証拠．
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高原の自然館（こうげんのしぜんかん）
〒 731-2551 広島県山県郡北広島町東八幡原 119-1
tel. & fax：0826-36-2008
http://shizenkan.info/
staff@shizenkan.info

記事に関するお問い合わせ，観察会のお申し込み先
（ご意見・ご感想もお待ちしています）

－ 10 －

観　察　会　案　内

● 霧ヶ谷湿原 夏のいきもの観察会
開催日時：2013 年 6 月 29 日（土） 9:30
集合場所：高原の自然館
講師：大竹邦暁・佐久間智子・松田賢
準備：基本セット，虫かご
定員数：30 名
参加費 : 一般 =300 円
  　　賛助会員 =100 円
  　　正会員・中学生以下 = 無料

霧ヶ谷湿原をまわり，夏の生き物を観察しま

す．昆虫と植物の密接な関係や，花の名前の由

来など個性豊かな講師陣がみなさんを案内しま

す．しっかり観察できるようにルーペや図鑑，

観察用の虫かごなどもお忘れなく！

● ブッポウソウの観察会
開催日時：2013 年 7 月 15 日（月・祝） 9:30
集合場所：芸北文化ホール
講師：上野吉雄・松田賢
準備：基本セット，双眼鏡・あればフィールドス
コープ
定員数：30 名
参加費：一般 =300 円
  　　賛助会員 =100 円
  　　正会員・中学生以下 = 無料

絶滅危惧種であるブッポウソウの観察会で

す．室内で生態についての説明を聞き，巣箱を

設置してある場所へ移動して観察します．この

時期は育雛期にあたり，巣箱の中の雛に親鳥が

餌を運ぶ姿を見ることができます．親鳥を驚か

さないよう，見守りながら観察しましょう．

観察会に参加される時には，次のようなものを持参してください．カメラ，

双眼鏡，ルーペ，図鑑などもあれば，楽しいと思います．

基本セット：山を歩ける服装，雨具，飲み物，おやつ，筆記用具，メモ帳
作業セット：作業ができる服装，長靴，軍手，雨合羽，飲み物，おやつ

自然館の中で，毎朝，最初にやることが，長袖のシャ

ツの腕まくりだと気付いて，夏が近づいているんだ

な，と感じています．外を歩いてみると，カキツバ

タやカンボク，ヤマボウシやレンゲツツジなどが咲

いています．自然館ではカワシンジュガイの展示を

始めました．新しい仲間と一緒に皆さんをお待ちし

ています．（ありみつ）

● 夏休み親子観察会
開催日時：2013 年 7 月 21 日（日）9:30
集合場所：高原の自然館
講師：岩見潤治・佐久間智子・内藤順一
対象：小学生の子どもとその保護者
準備：基本セット，川遊びのできる服装  
     着替え，タオル
定員数：親子 20 組
参加費 : 子ども 100 円

湿原再生事業が行われた霧ヶ谷湿原の中央を

流れる川で水生昆虫を観察します．川に入って

採集し，同じ形をした仲間ごとに分類します．

川の中には小さな生き物がたくさん！夏休みの

川遊びがより楽しくなるかもしれません．

●カワシンジュガイ探検隊
開催日時：2013 年 7 月 28 日（日）9:30
集合場所：芸北文化ホール
講師：内藤順一
準備：基本セット，水の中に入れる服装  
         ゴーグル・あればシュノーケル
定員数：30 名
参加費 : 無料
※ 今回は SaveJapan の支援を受け実施します．

北広島町の天然記念物であるカワシンジュガ

イを探す観察会です．支流でカワシンジュガイ

を観察した後，水中メガネを付けて，水の中を

のぞきながらカワシンジュガイやアブラボテを

さがします．上流域で，水もきれいなので，川

遊びにもなります．子供さんには必ず保護者が

付き添ってください．


